






研究方法ならびに今年度までの成績 

日本赤十字社,東京都内産科五施設(日赤医療センター,武蔵野赤十字病院,大森赤十字病院、

新宿赤十字産院,葛飾赤十字産院)において,1976 年(昭和 51 年)以降,独自の施設ベースの

先天異常モニタリングを実施している。 

このシステムでは,先天異常児の発生の記録と共に,要因解析を目的として,先天異常児の

診断記録票と同一の票を用い,その都度,産婦年齢,初産、経産の別,居住区域をマッチした

対照例について記録し,ケースコントロール研究を行なっている。 

すでに,1985 年には,口蓋・口唇裂について,また,低体重児について、1986 年には、妊娠自

覚前までの,ピル服用歴(7.5),喫煙歴(1.5),飲酒歴(1.1)のオッズ比を得た。 

ダウン症候群発生の季節変動,四肢奇形の細分類,などについて,昭和 61年度報告に示した

とおりである。 

環境の変化による,発生の変動は極めて現代的課題の一つである。1986年に発生した,ソビ

エト連邦,チェルノブイリ原子力発電所の事故による,放射性物質の大気中への拡散の問題

は,ヨーロッパ諸国に対し,遺伝子異常の変化を追跡しなげればならない課題をもたらした。

東洋の汚染状態とそれにともなう異常発生の変化について,東京都内都立病産院を含

め,1986 年 1 月から 1987 年 3 月までの 15 ヵ月間の月別発生例について検討をした。精し

くは,昭和 62 年度報告書を参照されたい。無脳症がベースラインの 2倍弱の数値になって

いる以外には,大きな変化は観察されなかった。母の年齢別の集計が簡単に可能なように,

速報である月報(翌月 10 日までに連絡係まで五施設から送付してくる手続)に,前月分の出

産の母の年齢別の数を記入するように,変更した。 


